
令和６年度北区明るい選挙講演会　アンケート結果
（３８名が回答、自由記述欄は要約）

Q１．　アンケート回答者の年齢について

人数 ％

20歳代 ― ―

30歳代 ― ―

40歳代 ― ―

50歳代 1 3%

60歳代 5 13%

70歳代 21 55%

80歳代 11 29%

合計 38 ―

Q２・３．　選挙講演会の内容について

人数 ％

参考になった 37 97%

参考にならなかった 1 3%

合計 38 ―

(意見）
・直近の話題（アメリカ大統領選挙）の話もあり、具体的で分かりやすかった。
・当確発表等、報道機関の話が具体的で興味深かった。
・選挙に関して、公平・公正さが必要な報道機関の重要性を確認することができた。
・SNSについてリテラシー教育を行っていくことが重要であることが分かった。
・SNSの影響力や利用する側の心構え等を再認識した。
・SNSの台頭により、選挙運動のあり方を早急に考え、改善していかなければならない
　ことを改めて考えさせられた。
・SNSのメリット、デメリットがよく分かった。
・SNS等含め、誤情報に惑わされず、真実を見極める力を養うことが重要であることが分かった。
・あまり踏み込んだ意見がなく、これまでの報道で言われている内容と変わらなかった。

Q４．　講師はどのような人がよいか （複数回答）

人数

大学教授 13

新聞等の記者 24

行政職員 16

その他 0

不明 0

合計 53

Q５ ₋ 1．　今回の選挙講演会に関する意見

・多方面からの興味深い話が聞けたが、もっと深い話が聞きたかった。
・新聞社の報道の仕方について、情報発信の公平性についても論じてほしい。
・SNS等に対して、公職選挙法等の法律が追い付いていないと感じた。

Q５ ₋ 2．　今後開催してほしい選挙講演会のテーマ

・公職選挙法の改善点、改正のハードル
・投票システムの改善点、次世代の投票システム
・選挙にかかるお金、コスト
・投票率を上げるための取り組み
・SNSに求められる情報リテラシー
・選挙管理委員の活動内容
・選挙とSNS


